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第３ 起業地
１ 第２の１に係る事業
\ 収用の部分 広島県世羅郡世羅町大字川
尻字大柳及び字大柳山、大字東上原字杉谷、
字大山原、字西原、字高森、字宇根造及び
字影政、大字赤屋字幡藤、字垰、字垰山、
字大久保、字広田、字実藤、字上法及び字
長者ケ原並びに大字別迫字高山、字砂築、
字摺屋、字中草田及び字三ツ石地内

広島県三次市甲奴町小童字荒井田、字湯
舟、字大年、字茶ノ原、字垰ケ原及び字三
王、吉舎町海田原字殿平、字南田、字迫田
及び字長畑山、吉舎町矢井字小迫、字塩ヶ
崎及び字西見山、吉舎町敷地字下矢井、字
萩谷、字北野山、字右谷、字鷲尾、字番匠
及び字鴻鳥、三良坂町長田字嵯峨山及び字
福丸、向江田町、向江田町字高保、字上陣、
字中山、字権現及び字鳥居山、和知町及び
和知町字白鳥並びに四拾貫町、四拾貫町字
三重及び字風呂ノ谷地内

] 使用の部分 広島県世羅郡世羅町大字川
尻字大柳及び字大柳山、大字東上原字杉谷、
字西原、字高森、字宇根造及び字影政、大
字赤屋字岩神及び字幡藤並びに大字別迫字
摺屋地内
広島県三次市吉舎町敷地字鴻鳥及び字鼇
住、三良坂町長田字嵯峨山並びに向江田町
及び向江田町字高保地内

２ 第２の２に係る事業
\ 収用の部分 広島県三次市和知町字白鳥
並びに四拾貫町、四拾貫町字三重及び字堂
ノ奥地内

] 使用の部分 なし
第４ 事業の認定をした理由

申請に係る事業は、以下のとおり、法第20

条各号の要件をすべて充足すると判断される
ため、事業の認定をしたものである。
１ 法第20条第１号の要件への適合性
\ 第２の１に係る事業
申請に係る事業は、広島県尾道市木之庄
町木梨字友永奥地内から三次市四拾貫町地
内までの延長49•5›の区間（以下「本件区
間」という。）を全体計画区間とする「高速
自動車国道中国横断自動車道尾道松江線新
設工事及びこれに伴う一級河川、県道、町
道及び農業用道路付替工事並びにこれに伴
う附帯工事」（以下「本件国事業」という。）
のうち、上記の起業地に係る部分である。
本件国事業のうち、「高速自動車国道中国
横断自動車道尾道松江線新設工事」（以下
「国本体事業」という。）は、道路法（昭和
27年法律第180号）第３条第１号に掲げる
高速自動車国道に関する事業であり、また、
国本体事業の施行により遮断される県道及
び町道の従来の機能を維持するための付替
工事は、それぞれ同条第３号に掲げる都道

府県道及び同条第４号に掲げる市町村道に
関する事業であり、いずれも法第３条第１
号に掲げる道路法による道路に関する事業
に該当する。国本体事業の施行により遮断
される一級河川の機能を維持するための付
替工事は、河川法（昭和39年法律第167号）
第３条第１項の一級河川に関する事業であ
り、法第３条第２号に掲げる河川法が適用
される河川に関する事業に該当する。国本
体事業の施行により遮断される農業用道路
の機能を維持するための付替工事は、法第
３条第５号に掲げる地方公共団体が設置す
る農業用道路に関する事業に該当する。国
本体事業の施行に伴う附帯工事として行う
工事用道路の設置工事は、法第３条第35号
に掲げる事業に該当する。

] 第２の２に係る事業
申請に係る事業は、広島県三次市和知町
字白鳥地内から同市四拾貫町地内までの間
における「高速自動車国道中国縦貫自動車
道改築工事（三次ジャンクション（仮称）
新設工事）」（以下「本件西日本会社事業」
という。）である。
本件西日本会社事業は道路法第３条第１
号に掲げる高速自動車国道に関する事業で
あり、法第３条第１号に掲げる道路法によ
る道路に関する事業に該当する。
したがって、本件国事業及び本件西日本会
社事業（以下両事業をあわせて「本件事業」
という。）は、法第20条第１号の要件を充足す
ると判断される。
２ 法第20条第２号の要件への適合性
\ 第２の１に係る事業
高速自動車国道の新設は、高速自動車国
道法（昭和32年法律第79号）第６条の規定
により、国土交通大臣が行うものとされて
いることなどから、起業者である国土交通
大臣は、本件国事業を遂行する充分な意思
と能力を有すると認められる。

] 第２の２に係る事業
高速自動車国道のうち、高速道路株式会
社法（平成16年法律第99号）第２条第２項
に規定する高速道路の改築について、道路
整備特別措置法（昭和31年法律第７号）第
２条第４項に規定する会社は、同法第３条
第１項の規定により、独立行政法人日本高
速道路保有・債務返済機構法（平成16年法

〇 厚 生 労 働 省 告 示 第 百 八 十 号

介 護 労 働 者 の 雇 用 管 理 の 改 善 等 に 関 す る 法 律

（ 平 成 四 年 法 律 第 六 十 三 号 ） 第 十 五 条 第 二 項 の 介

護 労 働 安 定 セ ン タ ー で あ る 財 団 法 人 介 護 労 働 安 定

セ ン タ ー か ら 、 平 成 二 十 二 年 四 月 五 日 を も っ て そ

の 事 務 所 の 所 在 地 を 変 更 す る 旨 の 届 出 が あ っ た の

で 、 同 法 第 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に 基 づ き 、 平 成 四

年 労 働 省 告 示 第 六 十 三 号 （ 介 護 労 働 者 の 雇 用 管 理

の 改 善 等 に 関 す る 法 律 第 十 八 条 第 三 項 の 規 定 に よ

る 届 出 が あ っ た 件 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

平 成 二 十 二 年 四 月 五 日
厚 生 労 働 大 臣 長 妻 昭

第 一 号 か ら 第 六 号 ま で の 規 定 中 「 文 京 区 大 塚 二

丁 目 九 番 三 号 」 を 「 荒 川 区 荒 川 七 丁 目 五 十 番 九 号 」

に 改 め 、 第 七 号 を 削 る 。

〇 農 林 水 産 省 告 示 第 五 百 五 十 四 号

森 林 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 二 百 四 十 九 号 ） 第

二 十 五 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 次 の よ う に 保 安 林

の 指 定 を す る 。

平 成 二 十 二 年 四 月 五 日
農 林 水 産 大 臣 赤 松 広 隆

一 保 安 林 の 所 在 場 所 栃 木 県 さ く ら 市 早 乙 女 字

愛 宕 久 保 一 九 七 一 、 一 九 七 五 、 一 九 八 〇

二 指 定 の 目 的 土 砂 の 流 出 の 防 備

三 指 定 施 業 要 件

^ 立 木 の 伐 採 の 方 法

１ 主 伐 に 係 る 伐 採 種 は 、 定 め な い 。

２ 主 伐 と し て 伐 採 を す る こ と が で き る 立 木

は 、 当 該 立 木 の 所 在 す る 市 町 村 に 係 る 市 町

村 森 林 整 備 計 画 で 定 め る 標 準 伐 期 齢 以 上 の

も の と す る 。

３ 間 伐 に 係 る 森 林 は 、 次 の と お り と す る 。

_ 立 木 の 伐 採 の 限 度 並 び に 植 栽 の 方 法 ・ 期 間

及 び 樹 種 次 の と お り と す る 。

（ 「 次 の と お り 」 は 、 省 略 し 、 そ の 関 係 書 類 を 栃

木 県 庁 及 び さ く ら 市 役 所 に 備 え 置 い て 縦 覧 に 供 す

る 。 ）
〇 国 土 交 通 省 告 示 第 三 百 二 十 号

道 路 整 備 特 別 措 置 法 施 行 令 （ 昭 和 三 十 一 年 政 令

第 三 百 十 九 号 ） 第 八 条 第 二 号 の 規 定 に 基 づ き 、 平

成 十 七 年 国 土 交 通 省 告 示 第 千 六 十 六 号 （ 自 動 車 交

通 上 密 接 な 関 連 を 有 す る 指 定 都 市 高 速 道 路 ） の 一

部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

平 成 二 十 二 年 四 月 五 日
国 土 交 通 大 臣 前 原 誠 司

表 中 「 広 島 高 速 道 路 １ 号 線 」 を 「 広 島 高 速 道 路 」

に 、「 広 島 県 道 広 島 東 イ ン タ ー 線 」 を 「 広 島 県 道 広

島 東 イ ン タ ー 線 、 広 島 県 道 府 中 仁 保 線 、 広 島 市 道

広 島 南 道 路 の う ち 広 島 市 南 区 仁 保 沖 町 地 先 か ら 中

区 光 南 四 丁 目 ま で の 区 間 、 広 島 市 道 西 一 区 広 島 西

風 新 都 線 、 広 島 市 道 西 三 区 広 島 西 風 新 都 線 、 広 島

市 道 安 佐 南 四 区 広 島 西 風 新 都 線 」 に 改 め 、 広 島 高

速 道 路 ３ 号 線 及 び 広 島 高 速 道 路 ４ 号 線 を 削 り 、 同

表 の 備 考 中 「 平 成 十 九 年 九 月 一 日 」 を 「 平 成 二 十

二 年 二 月 一 日 」 に 改 め る 。

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 三 百 二 十 一 号

土 地 収 用 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 二 百 十 九 号 。

以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 二 十 条 の 規 定 に 基 づ き 事 業

の 認 定 を し た の で 、 法 第 二 十 六 条 第 一 項 の 規 定 に

基 づ き 次 の と お り 告 示 す る 。

な お 、 起 業 地 の 一 部 に つ い て 収 用 又 は 使 用 の 手

続 が 保 留 さ れ て い る の で 、 法 第 三 十 三 条 の 規 定 に

基 づ き あ わ せ て 告 示 す る 。

平 成 二 十 二 年 四 月 五 日
国 土 交 通 大 臣 前 原 誠 司

第１ 起業者の名称 国土交通大臣及び西日本高
速道路株式会社

第２ 事業の種類
１ 国土交通大臣起業に係る事業
高速自動車国道中国横断自動車道尾道松江
線新設工事（広島県世羅郡世羅町大字川尻字
大柳地内から同町大字別迫字三ツ石地内ま
で、同県三次市甲奴町小童字荒井田地内から
同市甲奴町小童字三王地内まで、同市吉舎町
海田原字南田地内から同市吉舎町敷地字右谷
地内まで、同市吉舎町敷地字番匠地内から同
市三良坂町長田字福丸地内まで及び同市向江
田町地内から同市四拾貫町地内まで）及びこ
れに伴う一級河川、県道、町道及び農業用道
路付替工事並びにこれに伴う附帯工事
２ 西日本高速道路株式会社起業に係る事業
高速自動車国道中国縦貫自動車道改築工事
（三次ジャンクション（仮称）新設工事）
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